
 

 

 

 

 

＜企画までの歩みや企画会議の様子＞ 
 

 

 

①企画の方向性 
今年度の目標を「多くの人と関わり，関わった人た

ち同士を結ぶことで，人と人とのつながりをつくりた

い！」とし，公園イベントを企画することにした。 

⇩ 

②準備・地域リサーチ 
キャンプボランティア体験，公園課訪問，公園散策，

連合町内会長との意見交換，ちらし製作，広報活動等 

⇩ 

③自主企画イベント実施 
日時：令和元年１２月２１日（土） 

☆親子でスマイルキャンドルづくり 

☆キャンドルナイト ～人と人をつなぐ～ 

泉区内の大学に通学している学生や若者たちが，区内の地域課題について考え，ネットワークを広げて活動

を展開しながら，自分たちの立場でできることを企画・実施する「まちづくり自主企画講座」である。 

今年度は，泉区内の公園で「人と人とのつながり」を生み出すために，「キャンドルづくり教室」と「キャン

ドルナイト」のイベントを企画し，実施した。 

 

泉区まちづくり推進部泉区中央市民センター主催「若者社会参画型学習推進事業」 
 

ICP ～ Izumi Community Project ～  
 

＜今後地域で活動してみたいこと＞ 

イベントの企画・運営を通して出会えた人とのつなが

りを大切にしながら，更なる人と人とのつながりを生む

ような取り組みをしていきたい。 

＜企画に込められた想い＞ 
 

 

 

①ICP がつながる 
 公園に関わる人や，その周辺地域の住民と出会い，想

いや考えに触れたい。 

 

②ICP がつなげる 
公園イベントに来た人同士の交流を生みたい。 

また，イベントに来た人が公園に愛着をもって，それ

以降も公園に通うようになって，更なる人と人とのつな

がりが生まれてほしい。 

 

＜受講生の成長や気づき，学びなど＞ 
 

 

 

・自分たちの思いだけで企画を進めることが不安だ
ったけれど，連合町内会長の公園への思いが自分
たちと一緒で安心した。地域住民の声を聞くこと
が大切だと感じた。 

 
・他の人の意見を聞くと，自分では全く思いつかな
かった考えが出てくる。色々な大学や年齢の人が
いるから，みんなで意見を出し合うことは，とて
も刺激になる。 

 
・本番が近くなるにつれて，他の ICP メンバーをあ
てにするのではなく，自分が責任をもってやろう
という気持ちが強くなった。 

 


